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Abstract– This article introduces the Japanese Society for Quality Control. After describing the
mission and the vision of the society, we will explain the background to the establishment of the
society. In addition, we will explain the activities of this society. Furthermore, we will outline the
current social situation and the future of the societies.
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1. 日本品質管理学会のミッションとビジョン

日本品質管理学会は 1970年に設立されました．ちょ
うど設立 50周年となりました．本稿では，日本品質管
理学会の設立の経緯や活動を紹介いたします．
まず，日本品質管理学会のホームぺージに掲げている

ミッションを紹介します．
ミッション：日本品質管理学会 (The Japanese Society

for Quality Control，JSQC)は，会員相互の絶え間ない研
鑽・学びをとおして，製品・サービスの質，仕事の質，
生活の質などあらゆるQuality（質）向上に役立つ技術・
手法を研究・開発し，その成果をすべての分野に普及さ
せることによって人と組織，社会の幸福に貢献します．
そして，ビジョンとして『Qの確保』『Qの展開』『Q

の創造』を謳っています．Qとは品質を意味します．ま
さに，よい品質を持つ製品を製造すること，その考え方
や方法論を製造業だけでなくあらゆる産業分野に展開す
ること，顧客価値創造を目指すことを意味しています．

2. 設立までの背景

1945年に日本規格協会が設立され，1946年に日本科
学技術連盟が設立されました．1949年に「品質管理と
標準化セミナ－ (QS)」が日本規格協会により，同じ年
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に「品質管理ベーシックコース (BC)」が日本科学技術
連盟により開設されました．これらは，技術者に品質管
理の考え方とそれを支える統計的方法を長時間にわたっ
て教育するという画期的なプログラムであり，現在も継
続されています．

BCテキストの冒頭に「話題を追い，即効性のある技
法を教えるのではない．『品質』の視点から，重要問題を
鮮やかに解決できる本格的な技術者を養成する」と述べ
られています．いま，データ解析の重要性が広く認識さ
れるようになりました．やっと時代が追い付いてきた感
があります．

1951年にデミング賞委員会が発足しました．アメリ
カの統計学者のデミング博士 (William Edwards Deming，
1900－ 1993)が来日され，「品質の統計的管理 8日間コー
ス」などのセミナーが開催されました．デミング博士は
講義録の印税を寄付され，デミング賞の基金になりまし
た．デミング賞は発展的に継続され，世界的なステータ
スを保っています．
デミング博士による有名な言葉を紹介します．
“In God we trust; all others must bring data.”

この言葉は，現代のデータサイエンスのバイブル的な教
科書「統計的学習の基礎」（Hastie他著，共立出版）の冒
頭にも引用されており，次のように翻訳されています．
「神の御業なら信じよう．さもなくばデータを．」
前半の “In God we trust.”はアメリカ合衆国の国家の公
式の標語です．アメリカの 5セント硬貨にこれが刻印さ
れ，1ドル紙幣に印刷されています．フランスだと「自
由・平等・友愛」です．日本には公式の標語はありませ
ん．アメリカの国家の標語に “all others must bring data.”
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という言葉を追記されたのは，デミング博士のデータ重
視の信念と機知に富んだ才覚を感じます．
この頃から，増山元三郎博士・北川敏男博士・田口玄

一博士らが統計学を実践的に応用する研究をされてい
ました．特に，田口玄一博士による線点図の開発と普及
は，直交表実験という難解な実験計画法の手法をテンプ
レート化するものであり，実務家への普及を加速させま
した．実験計画法を知らなければ，因子をひとつずつ検
討するという非効率的な実験をしてしまいます．一方，
日本では，早い時期から，多くの技術者が直交表を用い
てたくさんの因子を同時に実験できるようになりまし
た．それが日本製品の優位性につながったという見方も
あります．
戦後間もない混乱の時期に，先見の明を持った人たち

がいて，上記のような活動を開始できたのは奇跡的であ
り，わが国にとってとても幸運だったといえます．
そして，その約 20年後，満を持して日本品質管理学

会がスタートしました．品質管理活動を進めるためには，
統計学の応用が不可欠であり，以上に述べたように学術
的研究と普及・啓発の下地ができていました．

3. 学会活動と成果

日本の品質管理業界は数々の至宝ともいえる方法論
や考え方を生み出してきました．「方針管理」「機能別管
理」「日常管理」「QCサークル活動」「QCストーリー」
「課題達成型QCストーリー」「特性要因図」「QC七つ道
具」「新 QC七つ道具」「狩野モデルによる品質論」「品
質機能展開」「工程能力指数」などが実践的な過程で編
み出され，日本品質管理学会を中心として学問的な研究
が行われてきました．これらの多くは，統計的方法をど
の場面でどのように使うかという観点と，PDCAサイク
ル（Plan，Do，Check，Act；デミングサイクル）をいか
に適切に回すかという観点とに関わっています．これら
の中で，「QCサークル活動」と「品質機能展開」は横幹
連合のコトつくりコレクションに選定されています．
日本の品質管理業界が生みの親ではありませんが，日

本品質管理学会の中で大きな成果を付け加えた分野もあ
ります．「多変量解析法」「実験計画法」「管理図」「信頼
性工学」「因果推論」などを挙げることができます．さ
らに，田口玄一博士が提唱してきた「品質工学（タグチ
メソッド）」においては，本家本元の品質工学会だけで
なく，日本品質管理学会でも数々の成果を付け加えてき
ました．ちなみに，横幹連合の副会長をされている椿広
計先生（統計数理研究所所長）は，2015～2017年に日
本品質管理学会の会長を歴任され，現在は品質工学会の
会長に就任されています．両学会は，昨今，共同研究会
を立ち上げて交流を深めています．

次に，学会活動について紹介させていただきます．日
本品質管理学会の構成員は，8割が産業界の方々，2割
がアカデミア（大学・研究所）の方々となっています．
したがって，他の多くの学会が実施している研究発表会
や学会誌の発行などのほかに，工場見学，各種シンポジ
ウム，講演会などを開催し，産業界の方々への品質管理
の普及・啓発活動も盛んに実施しています．
学会誌は 2種類あります．一つ目は，学会設立当初か

ら発行している「品質」誌です．英語名は “Quality”で
す．これは和文誌で，査読付き論文のほかに，特集記事
や学会公認の研究会の活動報告などを中心に年 4回刊行
しています．二つ目は，“Total Quality Science”という名
称の英文誌です．こちらは，2016年創刊で，英文の査
読付き論文を掲載しています．
日本品質管理学会特有の出版物として，「JSQC規格」

と「JSQC選書」を紹介します．
規格というと，ISO (International Organization for Stan-

dardization)や JIS (Japanese Industrial Standards)を思い
浮かべる方が多いと思います．ISOは国際標準化規格，
JISは国家標準化規格とよばれます．それらの補完を目
指してよりきめ細やかに制定したものが団体標準化規格
です．「JSQC規格」は品質管理分野における団体標準化
規格であり，品質管理活動を広く普及させるためのお手
本のようなものとなります．
これまで，下記の 8件の規格を発行しています．

1. 品質管理用語
2. 日常管理の指針
3. 小集団改善活動の指針
4. プロセス保証の指針
5. 公的統計調査のプロセス－指針と要求事項
6. 方針管理の指針
7. 品質管理教育の指針
8. 新製品開発・新サービス開発管理の指針

また，これらを教科書として定期的に講習会を開催し，
多くの方々が受講されています．
次に，「JSQC選書」は，品質管理分野のトピックを取

り上げて，選書版 150頁程度で解説したシリーズです．
2008年から毎年 2冊ないしは 3冊を発行しています．現
在まで 33冊が発行されています．品質管理分野での重
要用語・トピックを見ていただくため，33冊すべての
書名と著者名を掲載いたします．

1. Q-Japan：飯塚悦功
2. 日常管理の基本と実践：久保田洋志
3. 質を第一とする人財育成：岩崎日出男
4. トラブル未然防止のための知識の構造化：田村泰彦
5. 我が国文化と品質：圓川隆夫

Oukan Vol.15，No.2 75



Nagata, Y.

6. アフェクティブ・クォリティ：梅室博行
7. 日本の品質を論ずるための品質管理用語 85：
標準委員会

8. リスクマネジメント：野口和彦
9. ブランドマネジメント：加藤雄一郎

10. シミュレーションと SQC：吉野睦・仁科健
11. 人に起因するトラブル・事故の未然防止と RCA：
中條武志

12. 医療安全へのヒューマンファクターズアプローチ：
河野龍太郎

13. QFD：大藤正
14. FMEA辞書：本田隆弘
15. サービス品質の構造を探る：鈴木秀男
16. 日本の品質を論ずるための品質管理用語 Part2：
標準委員会

17. 問題解決法：猪原正守
18. 工程能力指数：永田靖・棟近雅彦
19. 信頼性・安全性の確保と未然防止：鈴木和幸
20. 情報品質：関口恭毅
21. 低炭素社会構築における産業界・企業の役割り：
桜井正光

22. 安全文化：倉田聡
23. 会社を育て人を育てる品質経営：深谷紘一
24. 自工程完結：佐々木眞一
25. QCサークル活動の再考：久保田洋志
26. 新 QC七つ道具：猪原正守
27. サービス品質の保証：金子憲治
28. 品質機能展開（QFD）の基礎と活用：永井一志
29. 企業の持続的発展を支える人材育成：村川賢司
30. 商品企画七つ道具：丸山和彦
31. 戦略としてのクォリティマネジメント：小原好一
32. 生産管理：高橋勝彦
33. 海外進出と品質経営による成長戦略：中尾眞

4. 学会の名称について

日本の品質管理活動は，統計的方法を用いてエビデ
ンスを確認しながら推し進めるという方針で始まりまし
た．この点を強調するため，統計的品質管理 (Statistical
Quality Control, SQC)とよばれます．その後，品質管理
活動を進める仕組み（「乗り物」ともよびます）とし
て「方針管理」「日常管理」「機能別管理」「QCサーク
ル」などが生まれました．「全部門が参加」「全員参加」
という観点が加わり，TQC (Total Quality Control) とか
CWQC (Companywide Quality Control) とよばれるよう
になりました．SQCから TQCに変わったのではなく，
SQCを重要視しながら，全体像を TQCとよぶというこ

とです．日本の品質管理活動が欧米で有名になるにした
がい，Controlという言葉が「統制」を意味するように受
け取られ，言葉を変更したほうがよいという動きが生じ
ました．検討が重ねられて，1990年代中頃，TQM (Total
Quality Management)という言葉に変更されました．
学会の名称としても，「品質管理学会」という言葉で

よいのかという議論がずっとありました．「管理」という
言葉の是非，また，「品質」というと，モノの質という印
象が強く，製造業限定と思われて広がりを欠くという懸
念もあります．世の中は，サービス産業の占める割合が
高くなっており，モノつくりだけでなく，コトつくりと
いう言葉をさかんに耳にするようになっています．

2年前に学会員にアンケートを実施し，学会の名称変
更の是非について議論しました．「品質」に対する対抗
馬として「質」「質マネジメント」「クオリティ」などが
候補になりました．学会誌名は和文では「品質」誌であ
り，英文名は「Quality」なので，設立当初はそういう名
称にあまりこだわってはいなかったように思われます．
アンケートの結果，「変更したほうがよい」「変更しな

いでよい」がほぼ半々となりました．意外だったのは，
若いアカデミアの方々が変更しないほうがよいという強
い意見をもっていたという点です．他学会では，従来か
らの名称に愛着があるのは年配者が多いようなので，予
想外でした．
とりあえずは，学会の名称変更については先送りに

なっています．
品物の「品」ではなくて，「品格」の「品」と思えばよ

いのだと言われる方がおられ，筆者はなるほどと感じて
います．「管理」という言葉も残っていますが，「品質管
理」という言葉はおさまりのよい四字熟語なので，それ
でよいのかもしれません．

5. 品質管理のブームとその後

1980年代は品質管理活動がブームとなっていました．
日本製品の品質が世界で絶賛され，多くの方々が品質管
理活動を一生懸命勉強するという時代でした．品質管
理活動が良い品質のものを作るために必須だと，とても
前向きに考えられていました．現在のデータサイエンス
ブームの熱気と同様のものを筆者は感じていました．
一世を風靡したかに見えた品質管理活動でしたが，

ブームは必ず下火になるものです．それは，狩野モデ
ルにおいて「魅力的品質」はいずれ「当たり前品質にな
る」という説明にも整合します．品質管理活動が「当た
り前（品質）」になるのは，筆者はむしろ望ましいと考
えています．ただ，危惧するのは，それが「無関心（品
質）」になっていないかということです．放っておいて
もその当たり前が維持できればよいのですが，たいてい
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の場合，維持するには努力と熱意が必要です．努力と熱
意がおろそかになると，品質不祥事につながるのだと思
います．
品質管理活動のリーダー的な企業の方々から，「品質

とは」「品質管理とは」「方針管理とは」「日常管理とは」
などを知らない社員がたくさんいる，と最近しばしば耳
にします．「当たり前」を維持するために，そして品質文
化を根付かせるために，しっかりとした教育をやり直す
必要性を感じています．日本品質管理学会がその中核的
な役割を担うことを期待しています．
成功事例として，2005年から始まった「品質管理検

定（QC検定）」を紹介します．検定のレベル表を日本
品質管理学会がオーソライズし，日本規格協会と日本科
学技術連盟が共同で運営しています．受験申込者数は，
右肩上がりで，コロナ禍前の 2019年には年間約 14万
人でした．開始当初の予想をはるかに超える伸びです．
QC検定制度は待ち望まれていたのだと思います．企業
は品質管理の教育システムの評価方法を持っていない場
合が多いからです．また，企業が個人の品質管理に関す
る力量を測るのは難しいからです．QC検定を利用する
と，教育システムが正しい方向に向いているのか，力量
をもった人たちがどれくらい存在するのかを他社と同じ
尺度で測ることができます．
最後に，日本品質協議会 (Japanese Association for

Quality，JAQ)について触れておきます．これは，目下，
日本品質管理学会，日本科学技術連盟，日本規格協会，
日本能率協会，品質工学会が参加して設立を目指してい
ます．これらの 5組織は，品質管理活動の研究と普及・
啓発に対してそれぞれの役割を担っています．しかし，
一つの組織，一つの学会だけでは実現が難しい品質に関
わる課題に対して連携して対応できる組織の構築が必要
だと考えられます．そこで，そのような組織として JAQ
設立の構想が練られてきました．現在は準備段階ですが，
ホームぺージを立ち上げ，設立に向けて議論を重ねてい
ます．

6. まとめ

日本の品質管理活動は，戦後の荒廃した時期直後から
始まりました．統計的方法を中心とした科学的方法を用
いて，方針管理・日常管理などさまざまな活動の乗り物
を産学連携により創作し，日本品質を作り上げてきまし
た．まさに，品質管理は顧客価値創造を目指したわくわ
くする活動でした．そして，「品質」は日本製品の優秀さ
を表す言葉でした．

しかしながら，昨今，「品質」といえば，「品質が悪い」「過
剰品質」「品質不祥事」などといったネガティブな言葉
と一緒に用いられます．残念ながら，「品質」により伝わ
る印象が従来とは異なっています．
コロナ禍の社会において，品質管理の規範，特にトッ

プのリーダーシップと方針管理の大切さ，全員参加と日
常管理の重要性，データリテラシーの問題がクローズ
アップされたように思います．コロナ禍の中，1年が過
ぎてさらにわかったのは，PDCAや SDCA (Standardize，
Do，Check，Act)を回すのは難しいということです．仮
説を立てるのが困難，エビデンスに基づかないでプラン
が決められる，チェックがあいまいで次のアクションに
有効につながらない，といったことです．かけ声だけで
は全員参加は実現しないことも学びました．
品質管理は本来，地道な活動です．そして，それを続

けていくと画期的な成果を生むものです．しかし，着実
さを失うと，良くない状況に直結します．一方で，地道
に着実に実施することは大変困難な面があります．その
ための教育・研究活動や科学的な方法論をより発展させ
ることが求められます．それを行うのが日本品質管理学
会の役割です．
最後に，次の 2つの格言を述べます．

「コストダウンをすると品質に影響を与える．
しかし，コストに影響せずに品質を上げるこ
とはできる．したがって，コストダウンするた
めには，まず，品質を上げればよい．」
（田口玄一）．

「品質管理を実施すると頭が良くなる．それ
は，目的指向を行い，シナリオを描いて段取り
を適切に決め，科学的方法を用いて本質（因果
関係やメカニズム）を見出すことができるよ
うになるからだ．」（飯塚悦功）
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